
介紹

と
ま
り
に
よ
る
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
そ
の

後
も
維
持
さ
れ
た
こ
と
を
本
書
は
明
ら
か
に
し
た
。

中
国
文
化
の
伝
統
的
な
「
越
境
性
」
は
変
わ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
社
会
集
団
に
お

け
る
西
洋
文
明
と
伝
統
文
化
の
共
存
の
在
り
方
を

示
す
も
の
と
し
て
、
本
書
が
提
示
す
る
モ
デ
ル
は

非
常
に
興
味
深
い
。
是
非
ご
一
読
を
お
薦
め
し
た

い
と
思
う
。

　
　
　
（
A
5
版
　
三
六
八
頁
　
二
〇
一
五
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
風
響
社
　
税
別
四
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
（
小
堀
慎
悟
　
京
都
大
学
大
学
院
修
士
課
程
）

波
田
野
節
子
著

『
李
光
沫
一
韓
国
近
代
文
学
の
祖
と

　
　
「
親
日
」
の
烙
印
』

　
　
　
　
　
イ
　
グ
ァ
ン
ス

　
本
書
は
、
李
光
沫
（
一
八
九
二
～
一
九
五

〇
？
）
の
生
涯
を
た
ど
っ
た
評
伝
で
あ
る
。
本
書

の
副
題
に
あ
る
と
お
り
、
李
光
沫
は
「
韓
国
近
代

文
学
の
祖
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
親
日
漏
作
家

と
し
て
、
そ
の
名
前
が
記
憶
さ
れ
て
き
た
。
一
九

一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
の
先
駆
け
と
な
っ
た

二
・
八
独
立
確
言
を
起
草
し
、
上
海
に
亡
命
、
大

韓
民
国
臨
時
政
府
に
身
を
投
じ
機
関
紙
『
独
立
新

聞
』
の
主
筆
を
つ
と
め
る
な
ど
民
族
運
動
家
と
し

て
の
名
声
も
あ
る
。
著
者
が
述
べ
る
よ
う
に
、
仮

に
そ
の
ま
ま
上
海
で
客
死
し
て
い
た
ら
、
輝
か
し

い
「
民
族
の
英
雄
」
と
し
て
そ
の
名
が
記
憶
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
人
物
だ
。

　
し
か
し
、
上
海
か
ら
朝
鮮
へ
戻
り
　
九
二
二
年

に
発
表
し
た
「
民
族
改
造
論
」
で
朝
鮮
民
族
の

「
道
徳
的
悪
習
」
と
「
改
造
」
の
必
要
性
を
説
い

て
物
議
を
醸
し
た
。
そ
れ
で
も
臼
中
戦
争
下
に
治

安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
た
際
に
仮
に
獄
死
し

て
い
れ
ば
「
民
族
の
英
雄
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
逮
捕
後
に
親
日
的
な
欝

動
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
り
、
解
放
後
に
は

「
民
族
反
逆
者
」
と
し
て
激
し
く
非
難
さ
れ
た
。

一
九
四
九
年
に
反
民
族
行
為
処
罰
法
に
よ
り
逮
捕

収
監
さ
れ
（
最
終
的
に
は
不
起
訴
）
、
朝
鮮
戦
争

中
の
一
九
五
〇
年
七
月
目
朝
鮮
人
民
軍
に
捉
え
ら

れ
、
平
壌
に
移
送
さ
れ
同
年
病
死
し
た
と
さ
れ
る
。

　
著
者
の
波
田
野
節
子
氏
は
、
一
九
八
○
年
代
か

ら
長
年
に
わ
た
り
李
光
沫
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

た
朝
鮮
文
学
研
究
者
で
あ
る
。
李
光
沫
の
代
表
作

の
長
編
小
説
隅
無
情
』
を
翻
訳
（
平
凡
社
、
二
〇

〇
五
年
）
し
た
ほ
か
、
『
李
血
豆
・
『
無
情
騙
の
研

究
－
韓
国
啓
蒙
文
学
の
光
と
影
舳
（
白
上
社
、

二
〇
〇
八
年
）
、
『
韓
国
近
代
文
学
研
究
　
　
李
光

沫
・
洪
命
悪
・
金
東
仁
臨
『
韓
国
近
代
作
家
た
ち

の
日
本
留
学
舳
（
二
冊
と
も
自
帝
社
、
二
〇
一
三

年
）
な
ど
本
書
の
基
盤
と
な
る
研
究
書
を
通
じ
て
、

主
に
李
光
堂
の
「
近
代
文
学
の
祖
」
と
し
て
の
側

面
を
追
究
し
て
き
た
著
者
が
、
李
光
沫
の
「
人
生

の
後
半
」
、
す
な
わ
ち
「
親
日
」
の
側
面
も
含
め

て
新
書
と
し
て
書
き
下
ろ
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

李
子
壷
に
つ
い
て
一
般
向
け
に
矯
本
語
で
書
か
れ

た
評
伝
は
本
書
が
初
め
て
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う

に
評
価
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
多
い
人
物
で
あ
る
が
、

本
書
は
性
急
な
評
価
は
避
け
、
文
学
研
究
者
ら
し

い
丁
寧
な
テ
ク
ス
ト
解
釈
と
と
も
に
、
李
光
沫
が

生
き
た
時
代
と
空
間
、
そ
の
葛
藤
を
追
体
験
す
る

か
の
よ
う
に
読
み
進
む
こ
と
が
で
き
る
優
れ
た
評

伝
で
あ
る
。

　
評
者
は
以
前
、
李
筆
順
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
で

「
β
本
で
言
え
ば
夏
薩
漱
石
の
よ
う
に
紙
幣
に
な

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
の
位
置
に
あ
る
作
家

で
あ
り
な
が
ら
、
『
民
族
反
逆
者
幅
『
民
族
の
汚

点
騙
と
し
て
糾
弾
さ
れ
る
李
光
沫
の
よ
う
な
人
物

を
う
ん
で
し
ま
っ
た
、
日
本
に
よ
る
朝
鮮
植
染
地

支
配
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
日
本
（
人
）
こ
そ
が

こ
の
問
い
を
問
い
続
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
」

と
書
い
た
（
『
東
ア
ジ
ア
近
現
代
通
史
臨
六
、
岩
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波
書
店
、
二
〇
＝
年
）
。
日
本
の
近
代
に
翻
弄

さ
れ
た
植
民
地
の
作
家
李
光
沫
を
「
窓
」
と
し
て

日
本
を
見
つ
め
る
こ
と
を
目
的
と
位
置
づ
け
る
本

書
は
、
そ
の
問
い
を
問
い
続
け
る
た
め
に
こ
そ
、

多
く
の
人
に
読
ま
れ
て
欲
し
い
一
冊
だ
。

　
　
　
（
新
沓
工
　
二
四
八
頁
　
二
〇
一
五
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
中
央
公
論
新
社
　
税
別
八
二
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
河
か
お
る
　
滋
賀
県
立
大
学
准
教
授
）

　
　
『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

論
説
　
1
段
組
5
4
字
×
1
9
行
の
体
裁
で
、
三
二
〇

　
　
〇
〇
字
以
内

研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

史
料
紹
介
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

書
評
・
論
文
評
　
2
段
組
、
八
○
○
○
字
以
内

紹
介
　
3
段
組
、
…
二
〇
〇
字
程
度

◇
原
稿
の
種
類
を
明
示
す
る
こ
と
。

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
扁
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
し
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

　
英
文
要
約
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

　
も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
投
稿
に
際
し
て
は
、
（
1
）
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

　
一
部
も
し
く
は
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
、
お
よ
び

　
（
2
）
電
子
デ
ー
タ
を
送
付
す
る
。
電
子
デ
ー

　
タ
に
関
す
る
詳
細
は
下
記
「
補
足
扁
の
〈
電
子

　
デ
ー
タ
作
成
要
領
〉
を
参
照
。
電
子
デ
ー
タ
を

　
準
備
で
き
な
い
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局

　
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

◇
図
版
を
用
い
る
場
合
は
、
下
記
「
補
足
」
の
く
図

　
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る
こ

　
と
。

注
意
　
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
印
刷
技
術
上
、

　
図
版
の
修
正
や
特
殊
活
字
の
作
成
を
要
す
る
と

　
判
断
し
、
こ
れ
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、

　
そ
の
経
費
の
一
部
、
数
千
円
～
数
万
円
を
負
担

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
下

　
さ
い
。

送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

〒
六
〇
六
人
流
9
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
　
史
学
研
究
会

　
　
『
史
林
』
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
C

　
D
－
R
、
C
D
－
R
W
、
U
S
B
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

　
モ
リ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
郵
送
す
る

　
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
郵
送
に
不
便
が
あ
る
な

　
ど
の
事
由
で
、
メ
ー
ル
に
よ
る
投
稿
を
希
望
す

　
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
問
い
合
わ

　
せ
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

　
ワ
ー
ド
、
一
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

　
ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
O
S

　
お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

　
ω
O
O
α
讐
以
上
の
解
像
度
と
す
る
。
ソ
フ
ト

　
（
峯
¢
ω
盛
暑
。
『
や
℃
げ
0
8
ω
げ
8
な
ど
）
や
バ
ー

　
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認
を
す
る

　
こ
と
。
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